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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第96期

第１四半期連結
累計期間

第97期
第１四半期連結

累計期間
第96期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年６月30日

自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （千円） 3,408,709 2,945,341 13,070,556

経常利益又は経常損失（△） （千円） 149,450 △29,627 171,763

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は当期純損失（△）
（千円） 108,516 △33,042 △670,661

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 187,152 △214,278 △932,922

純資産額 （千円） 9,408,928 7,983,851 8,198,158

総資産額 （千円） 15,673,540 14,299,821 14,479,874

１株当たり四半期純利益金額又は

1株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

（円） 4.86 △1.48 △30.01

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.0 55.8 56.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期（当期）純損失金額の算定上の基礎となる期中平均株式数については、「株式給付

信託（ＢＢＴ）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有している当社株式を、控除対象の自己

株式に含めて算定しております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において判断したものであります。

（1）財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における世界経済につきましては、中国経済の景気減速や通商問題の動向等、様々

な懸念が顕在化しています。また、国内経済もそれらの影響を受け、特に設備投資や輸出等において弱含みが指

摘されています。

　このような経済環境のなか、当社は「車載産業への参入」に向けた開発力と生産力の基礎固めの３年間と位置

づける第10次中期経営計画の２年目を迎えました。本年度はさらに品質の向上やマーケティング力の強化等の重

要課題にも全社を挙げて取り組んでおります。

　当第１四半期連結累計期間の販売面につきましては、特定の商品について需要の伸びがみられるものの、国

内・海外ともに売上高は前年を下回る結果となりました。

　生産・技術面につきましては、自動化の推進やIoTの活用等により、確実に利益を生み出す体制の構築に取り組

んでおります。

　なお、コンデンサの取引に関する競争法規制当局による調査は、米国及び台湾においては終了していますが、

他の複数の国においては継続中です。米国における集団民事訴訟については、2016年４月の和解成立後、一部の

企業が当該和解から離脱していましたが、これらのうち対応が必要な原告との和解が成立しました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

a. 財政状態

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ180百万円減少し、14,299百万円と

なりました。

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ34百万円増加し、6,315百万円とな

りました。

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ214百万円減少し、7,983百万円

となりました。

 

b. 経営成績

　当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高が29億45百万円（前年同期比86％）、営業損失が15百万円

（前年同期は１億66百万円の営業利益）、経常損失が29百万円（前年同期は１億49百万円の経常利益）となり、

親会社株主に帰属する四半期純損失が33百万円（前年同期は１億８百万円の親会社株主に帰属する四半期純利

益）となりました。

 

　セグメント別の業績は下記のとおりです。

 

ノイズ対策製品

　日系メーカーのエアコン向けで伸びがみられたものの、国内及び海外における産業機器向けの減少が顕著であ

り、ノイズ対策製品の売上高は19億１百万円（前年同期比85％）となりました。

 

サージ対策製品

　海外での売上高はエアコン向けの好調により前年同期を上回ったものの、国内における産業機器向けの減少の

影響が顕著であり、サージ対策製品の売上高は５億23百万円（同92％）となりました。

 

表示・照明製品

　国内における照明用ＬＥＤが好調を維持するものの、国内及び海外においては産業機器向けが減少したため、

表示・照明製品の売上高は４億21百万円（同90％）となりました。

 

センサ製品

　国内における産業機器向けエンコーダ用の減少により、センサ製品の売上高は99百万円（同66％）となりまし

た。
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（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、86百万円であります。なお、当第

１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2019年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,921,562 22,921,562
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

100株である

計 22,921,562 22,921,562 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 2019年４月１日～

 2019年６月30日
－ 22,921,562 － 2,295,169 － 1,157,189

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2019年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 205,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,683,400 226,834 －

単元未満株式 普通株式 32,662 － －

発行済株式総数  22,921,562 － －

総株主の議決権  － 226,834 －

(注)１．「完全議決権株式（その他）」には、㈱証券保管振替機構名義の株式が 2,300株（議決権の数23個）含まれている。

　　２．「完全議決権株式（その他）」には、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ

口）が所有する当社株式365,400株（議決権の数3,654個）が含まれている。

　　３．「単元未満株式」には、当社所有の自己株式19株が含まれている。

②【自己株式等】

    2019年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

岡谷電機産業株式会社
東京都世田谷区等々力

六丁目16番９号
205,500 － 205,500 0.90

計 ― 205,500 － 205,500 0.90

（注）「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する365,400株については

上記の自己株式に含まれていない。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,240,075 3,342,097

受取手形及び売掛金 4,188,381 3,900,615

商品及び製品 784,485 802,178

仕掛品 379,270 355,854

原材料及び貯蔵品 643,665 639,271

その他 328,529 353,024

貸倒引当金 △2,946 △1,450

流動資産合計 9,561,462 9,391,592

固定資産   

有形固定資産 2,858,132 2,996,642

無形固定資産 185,664 186,099

投資その他の資産   

投資有価証券 1,664,750 1,511,898

繰延税金資産 110,199 108,530

その他 245,030 250,225

貸倒引当金 △145,366 △145,166

投資その他の資産合計 1,874,614 1,725,487

固定資産合計 4,918,411 4,908,229

資産合計 14,479,874 14,299,821
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 860,089 946,470

短期借入金 1,055,827 522,821

リース債務 4,992 44,550

未払法人税等 18,480 15,549

訴訟関連引当金 371,993 41,546

未払金 395,253 416,079

その他 508,441 515,994

流動負債合計 3,215,078 2,503,012

固定負債   

長期借入金 1,850,000 2,550,000

リース債務 21,108 88,986

繰延税金負債 309,872 273,062

役員株式給付引当金 18,939 18,939

再評価に係る繰延税金負債 214,903 214,903

退職給付に係る負債 629,876 645,432

資産除去債務 7,505 7,505

その他 14,431 14,127

固定負債合計 3,066,637 3,812,957

負債合計 6,281,715 6,315,969

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,295,169 2,295,169

資本剰余金 1,931,556 1,931,556

利益剰余金 2,907,662 2,874,619

自己株式 △192,286 △192,314

株主資本合計 6,942,102 6,909,031

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 654,308 561,095

土地再評価差額金 496,439 496,439

為替換算調整勘定 119,882 34,244

退職給付に係る調整累計額 △14,575 △16,959

その他の包括利益累計額合計 1,256,056 1,074,820

純資産合計 8,198,158 7,983,851

負債純資産合計 14,479,874 14,299,821
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

売上高 3,408,709 2,945,341

売上原価 2,571,560 2,293,466

売上総利益 837,149 651,874

販売費及び一般管理費 670,270 666,982

営業利益又は営業損失（△） 166,879 △15,107

営業外収益   

受取利息 8,546 6,375

受取配当金 33,510 29,331

その他 4,452 3,598

営業外収益合計 46,510 39,305

営業外費用   

支払利息 6,573 6,704

持分法による投資損失 16,481 －

為替差損 39,260 46,113

その他 1,623 1,007

営業外費用合計 63,938 53,825

経常利益又は経常損失（△） 149,450 △29,627

特別利益   

固定資産売却益 1,322 －

投資有価証券売却益 － 13,514

特別利益合計 1,322 13,514

税金等調整前四半期純利益

又は税金等調整前四半期純損失（△）
150,772 △16,112

法人税等 42,255 16,930

四半期純利益 108,516 △33,042

親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
108,516 △33,042
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 108,516 △33,042

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △25,541 △93,213

為替換算調整勘定 107,197 △85,637

退職給付に係る調整額 △3,020 △2,384

その他の包括利益合計 78,635 △181,235

四半期包括利益 187,152 △214,278

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 187,152 △214,278
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

 

（会計方針の変更）

（IFRS第16号「リース」の適用）

一部の在外連結子会社において、当第１四半期連結会計期間の期首からIFRS第16号「リース」を適用し、借手の

会計処理として原則すべてのリースについて四半期連結貸借対照表に資産及び負債を計上しております。

当該会計基準の適用にあたり、経過措置として認められている当該会計基準の適用による累積的影響額を適用開

始日に認識する方法を採用しております。

なお、当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

減価償却費 64,430千円 108,354千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

　　　　　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月26日

定時株主総会
普通株式 113,581 5 2018年３月31日 2018年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

      （単位：千円)

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ノイズ
対策製品

サージ
対策製品

表示
・照明製品

センサ
製品

売上高        

外部顧客への売上高 2,224,835 566,675 466,894 150,304 3,408,709 － 3,408,709

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,224,835 566,675 466,894 150,304 3,408,709 － 3,408,709

セグメント利益 192,526 157,483 14,016 52,163 416,190 △249,311 166,879

（注）１．セグメント利益の調整額は、報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

      （単位：千円)

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ノイズ
対策製品

サージ
対策製品

表示
・照明製品

センサ
製品

売上高        

外部顧客への売上高 1,901,316 523,463 421,524 99,037 2,945,341 － 2,945,341

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,901,316 523,463 421,524 99,037 2,945,341 － 2,945,341

セグメント利益

又は損失（△）
37,333 141,682 7,574 13,215 199,806 △214,914 △15,107

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
4円86銭 △1円48銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（△）（千円）

108,516 △33,042

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

108,516 △33,042

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,350 22,350

（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.株主資本において自己株式として計上されている「株式給付信託（ＢＢＴ）」に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第１四半期

連結累計期間において 365,400株、当第１四半期連結累計期間において 365,400株であります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年８月９日

岡 谷 電 機 産 業 株式会社

取 締 役 会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 草野　和彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  島 　義浩　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡谷電機産業株

式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡谷電機産業株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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